
一般会計 　

○人件費　４４，６３２千円 一般職　7人

○男女共同参画推進事業　460千円

　・男女共同参画関係啓発活動　122千円　　　

男女共同参画社会の実現に向けて、講演会等の啓発活動を展開しました。

男女共同参画講演会（地区公民館と連携しての講演会）

5月23日　　安田小学校会場　　          参加者　50名

6月14日　　カウベルホール会場　　　　　参加者　68名

6月16日　　まなびタウン会場　　　　　　  参加者　65名

6月20日　　成美地区公民館会場　　　　参加者　50名

6月26日　　赤碕地区公民館会場　　　　参加者　31名

7月 5日　　以西地区公民館会場　　 　 参加者　24名

男女共同参画講座

3月 5・12日　　人口減少時代の持続可能なまちづくり　　 参加者　のべ52名

また、北栄町・湯梨浜町と3町合同で、男女共同参画啓発ＴＣＣミニドラマ「十人十色物語

～笑顔で認めあって、～」を企画、6月の男女共同参画週間に5日間に渡り放送しました。

　・女性研修委託事業　208千円

女性の社会参加促進と、学習活動を通した男女共同参画社会の形成促進のため、町女性

団体連絡協議会に研修事業開催を委託して行いました。

 10月19日 女性のつどい 参加者208名

　・琴浦町男女共同参画推進会議　130千円

男女共同参画社会の実現に向けて、研修会開催等の会が行う活動に補助を行いました。

主な事業

 11月8日 琴浦町男女共同参画フォーラム　　　 参加者　87名

 10月26日～28日　　日本女性会議参加　　　　　　　　　　　　　　　　 参加者   6名

「成果」　広い地域・内容・世代を対象とした啓発・学習活動を行うことができました。

「課題」　男女共同参画については、まだまだ啓発が十分とは言えない現状があり、今後も

　　　　　  様々な機会を捉えて啓発推進を図る必要があります。

○社会教育振興　3,569千円

社会教育関係団体へ財政支援、情報提供等を行い、地域住民による自主学習活動を推進し

社会教育団体を育成しました。

社会教育委員会　　委員10人　　9月30日、3月26日開催　

社会教育関係団体財政支援

負担金： 県社会教育協議会負担金

県社会教育委員連絡協議会負担金

郡社会教育協議会負担金

県子ども会連合会負担金

補助金： 町連合婦人会補助金

町青年団補助金

ＰＴＡ連合協議会補助金

東伯・赤碕文化協会補助金

青少年健全育成協議会補助金

「成果」　社会教育関係者や、社会教育団体の育成を図ることができました。

「課題」　生涯学習への幅広い参加を進めるためのきっかけとなる仕組みづくりが課題です。
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【社会教育課】
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一般会計 【社会教育課】

○生涯学習センター展示事業

各種グループの町民作品展では、活動者の発表の場を提供し、来場者へ芸術文化に触れて

もらうとともに創作意欲の向上や新規活動者の獲得を図り、芸術文化の振興を行いました。

・寿大学園芸コース作品展（5月11日～12日）

・琴浦町俳句展（5月8日～13日）

・カブトムシ展（7月3日～8月2日）

・絵手紙サークル作品展（毎月第3土曜日から1週間程度）

・寿大学表具コース作品展（5月10日～13日）

・竹細工教室作品展（6月22日～27日）

・かずらで籠を編む同好会作品展（6月22日～27日）

・おしゃべりサロン作品展（6月22日～27日）

・パッチワーク作品展（11月22日～25日）

「成果」　多くの来場者に芸術に触れる機会を提供すると共に、活動団体育成ができました。　

「課題」　文化芸術活動の活性化と新規活動者を増やすため、展示事業の周知に努めます。

○寿大学　７１千円

高齢者が自ら意欲を持って、生きがいを見出せるように各種講座の

実施、趣味活動を通じた仲間づくりを図りました。

一般教養コース　 年10回

各種専門コース　　コースにより週1回～月1回

学級生　253名

「成果」　歴史コースが専門コースに新しく追加され、ますます充実したものとなりました。

「課題」　多様化する学習ニーズに対応するために事業内容の充実が必要です。

○青少年育成啓発事業　 720千円

少年育成員を設置し、青少年の非行防止・健全育成を図るための活動を行いました。

少年育成員20名、夜間街頭指導：通年30回

中学生を対象にジュニアリーダー養成講座を開催し、地域活動への参加を図りました。

年間1回開催　延べ2人参加

子ども会のリーダー・育成者を対象に子ども会活動のあり方について研修を行いました。

3月16日（日）赤碕地域コミュニティセンター、3月2３日（土）まなびタウンとうはく

参加者数：子ども 69名、 大人 38名

「成果」　幅広い住民参加・参画を得ながら、青少年の健全な育成を図ることができました。

「課題」　青少年の課題は多岐に渡るため、関係機関協力体制の深化・改善によるより効果的

な啓発事業展開が課題です。

○10秒の愛推進事業　282千円

10秒の愛実行委員と連携し、フォーラム等の10秒の愛啓発活動を展開しました。

2月16日　　10秒の愛フォーラム（まなびタウンとうはく）参加者数： 173名

「成果」　あらゆる世代を対象とした10秒の愛啓発を行うことができました。

「課題」　10秒の愛については、まだまだ啓発が十分とは言えない現状があり、今後も様々な

機会を捉えて啓発推進を図る必要があります。

○青少年体験学習事業　1,394千円

ことうら子どもパーク運営委員会に、ものづくり等体験教室「ことうら子どもパーク」開催を

実施委託し、地域住民の手による子どもたちのものづくり体験活動の推進を図りました。

40回開催（草木染め、郷土料理、七宝焼き、フラワーアレンジメント等）

参加者数　延べ446名

「成果」　地域の方の参画を経て、子ども達と地域の方の親睦を図れました。

「課題」　教室内容の充実のため、新たな人材の発掘を進めて行く必要があります。
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一般会計 【社会教育課】

○生活体験学校実施事業　671千円

放課後・週末に地域住民の参画を得て放課後・週末を利用した学習・体験活動を実施しました

放課後子ども教室　79回

参加者延べ　1,548名

「成果」　地域の方の協力を経て、放課後・週末における、子どもの居場所づくりを図りました。

「課題」　学校統合に伴い、平成26年度からは会場変更等を行う取組みがあり、より多くの

地域住民協力体制の構築等が課題となっています。

○文化活動事業　268千円

地域で活動する個人・団体等文化人のみなさんの日頃の活動成果を発表する文化の祭典、

文化祭を開催した。

実施日：11月2日（土）～4日（月）

会場：総合体育館

入場者数：約1,500名

町内芸能団体による芸能発表会を開催し、文化芸術の振興と団体間の交流を図りました。

実施日：11月24日（日）

会　場：カウベルホール

入場者延べ425名

新たな文化活動者の確保及び団体活動の活性化を目的として、体験講座を開催しました。

文化活動体験講座開催団体　4団体　参加者延べ53名

「成果」　町内文化芸能団体の出演者数及び入場者数は昨年より増加傾向にあり、一層の

活動推進を図ることができました。

「課題」　町内の文化芸能団体及び文化団体とも、引き続き、新たな後継者加入対策を

図るため、新たに創設した「文化活動体験講座開催事業」の実施が必要です。

○まなびタウンとうはくＰＣ教室実施事業　188千円

情報化時代に対応するため、まなびタウンとうはくを会場にしたパソコン使用法基礎講習を

開催し、町民のパソコン技術等の向上を図りました。

実施回数　3講座、6回

参加人数　延べ 41人

「成果」　3講座を開催し、パソコン技術の向上を図りました。参加者数も一定数を越えました。

「課題」　開始当時と比べ、民間の教室が増えたことやﾊﾟｿｺﾝに代わる操作の簡単なﾂｰﾙの

登場により、事業の必要性を検討し平成25年度をもって事業終了としました。

○家庭教育支援推進事業195千円

家庭教育講座、乳幼児学級を開催し、子育てについての理解を深めました。

実施回数 10回 （家庭教育講座）

参加者人数　延べ 204名 （家庭教育講座）

「成果」　多くの参加者に、家庭教育の重要さを啓発できました。

「課題」　講座に参加していない人達に家庭教育の大切さをどう伝えていくか。

○無盡庵管理　192千円

高齢者同士の交流、地域交流の場として提供するため、管理運営を行った。

「成果」　使用者の皆さまに事故なく場を提供したほか、施設の維持管理経費を削減した。

「課題」　建物自体を国の有形文化財登録など、活用方法の検討が必要。

○地域ぐるみの学校安全体制整備推進事業　744千円

スクールガードリーダー 2名

巡回指導　293時間

「成果」　通学路を中心とした子ども達の安全を確保できました。

「課題」　パトロール活動実施のＰＲ等により、見守り活動の必要性啓発を推進することが必要。
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一般会計 【社会教育課】

○公民館費　　　42,821千円

地域の特色を生かした学習活動の推進と住民の生活課題、地域課題に即応した学習支援を

行いました。また、幅広く公民館活動を展開し、町民の公民館利用促進を図りました。

各公民館の利用状況

「成果」　身近な学習拠点として、地域学習活動の推進と学習を通じたｺﾐｭﾆﾃｨｰ形成を図りました

また、公民館事業への必要課題反映度を高めるため、関係者の研修を推進しました。

「課題」　各種事業への地域課題等必要課題反映度の向上と、要求課題とのマッチングへの工夫、

住民自らが学習活動を行う機運づくりの推進等、さらに工夫していく必要があります。

○町内文化財保護事業　　         　2,655千円

　・町指定等文化財の管理に要した経費　　　　　333千円

　・文化財防災設備事業補助金（河本家住宅、円応寺「四天王立像」、方見神社「随身立像」）  864千円

　・無形民俗文化財補助事業　　　                   60千円

県指定「三本杉の盆踊り」町指定「逢束盆踊り」「以西おどり」を後世に継承保存するため、各保

存会に対して補助を行いました。また、県及び町の大会等に積極的に参加しました。

　・古布庄の大スギ治療費補助金　　82千円

　・文化財建造物公開・活用促進事業補助金　　　500千円

国指定文化財河本家住宅の一般公開を実施する河本家保存会に対し補助を行いました。

一般公開日　　4月29日（月）～　5月 4日（土）　　入館者 314名

　　　　　　　　 10月28日（月）～ 11月 3日（日）　　入館者 277名
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一般会計 【社会教育課】

○民俗資料館管理　　　2,204千円

歴史民俗資料を児童等の学習教材等に利用して歴史等の学習に役立てた。また、資料館の見学者

への説明や資料の整理・保存等を行った。

臨時職員賃金　　　1,921千円

資料整理・保存　　　283千円

　・はじめての古文書講座（図書館共催）

教育委員会所蔵の古文書等を活用した、古文書解読の講座を開催した。

開催日：11月9日、16日、23日、30日 受講者：17名

○大高野遺跡保存・活用推進事業 737千円

大高野遺跡の国史跡に向けて要した経費

　報告書等指導謝金　２名　　40千円

旅費等　　　　　　　　　　　 212千円 （文化庁主任調査官ほか４名）

報告書印刷製本費　　　　299千円 大高野官衙遺跡 （伯耆国八橋郡衙正倉院跡）

委託料　　　　　　　　　　 　186千円

「成果」　河本家一般公開や歴史民俗資料館企画展などを通じて、文化財の理解が深まりました。

特別展では、国立博物館等から遺物を借用し、展示を行ったため、日頃、歴史に興味を

持たない人にも来場してもらうきっかけとなった。

「課題」　文化財や事業の積極的なＰＲが必要です。

○町内遺跡発掘調査事業　　　3,839千円

県道野添線改良工事及び県営梅田川改修事業に伴い、開発事業と文化財保護との調整を図る

ため、試掘調査を実施しました。また、赤碕台場跡の内容確認のため、試掘調査を実施した。

県道東伯野添線改良事業　１件（下伊勢第１遺跡）

県道梅田川改修事業　　　　１件（箆津第１遺跡）

遺跡内容確認事業　　　　　 １件（赤碕台場跡）

○県道東伯野添線改修工事に係る埋蔵文化財発掘調査委託事業16,279千円

下伊勢第１遺跡　　１，６５０㎡　　記録保存のための全面発掘調査

「成果」　町内遺跡発掘調査では下伊勢第１遺跡で土坑１基、ﾋﾟｯﾄを検出した。

遺物は、弥生時代後期後葉の甕口縁部や土師器坏、甕、壷や須恵器甕、壷が出土している。

箆津第１遺跡は、すでに掘削されおり、遺構は確認できなかったが、トレンチ内から須恵器甕、

壷や土師器甕、壷が出土した。

赤碕台場跡は、１本のトレンチを設定して調査した。５ｍ以上の盛土がされていたが、

底部付近から台場の段の跡と思われる黒褐色土層が確認できる。

下伊勢第1遺跡は、溝状遺構３０条、土坑３基を検出した。遺物は土師器坏、

須恵器、坏、甕、壷などが出土している。

「課題」　下伊勢第1遺跡（県道部分）は、試掘調査の結果、遺構が確認されていることから

今後、事業者とと文化財の取り扱いについて協議が必要となる。

赤碕台場跡は、かなり深いことから段掘り等調査方法を考える必要がある。

項 4 決　　算　　額

20,236千円

社会教育費

20,236千円埋蔵文化財発掘調査費
教育費
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一般会計 【社会教育課】

○生涯学習センター管理費　 千円

生涯学習施設として、町民等に学習の場の提供と施設の維持管理を行いました。

生涯学習センター利用状況

「成果」　学習拠点として、幅広い研修の場として活用され、利用件数が増加しています。

「課題」　施設の効果的運用及び、長期的維持管理計画の検討が必要です。

○人　件　費　　　　　　　　　　　　　28,049千円

一般職 1人　　　嘱託 1人　　臨時　10人　　（本館 10人、分館　2人）

○琴浦町図書館図書等購入費　　　　　5,840千円

本館（移動図書館車含む）、赤碕分館において、町民の利用に供するための図書等の資料を

購入しました。

区分

図書等購入費

　　　　　　　　

開館日数　　本館289日、赤碕分館290日

○琴浦町図書館活動費　　　　　　5,427千円

○移動図書館車巡回

移動図書館車による地域への本の貸出サービスを行い、利用者の利便性を図りました。

保育園・子ども園・小学校等　18ヶ所　　部落等　26ヶ所　　福祉施設等　7ヶ所

「成果｣　暮らしに役立つ図書館を目指し、ふくろうのコレクションなどの企画展示を行ったり、

寿大学と連携したはじめての古文書講座を開催したりするなど、文化活動を通した

図書館の活用を図りました。

「課題」　図書館職員は、経験と司書資格のあることが大きく影響されるので、職員（正職員）の確保

が必要です。

図書館を活用していただくためのサービスや情報発信が必要です。

延人数

延回数

生涯学習センター運営
費

169 166

12月

教育費
図書館費 39,635千円

最終予算額

計

19,714冊 115,529冊

39,316千円

160,470冊

9

2,679 4,052 3,666

4

132,305冊

項

目

 95,815冊

款

蔵書数

図書等資料貸出数

167 171

7,058

6

社会教育費

2,910

39,635千円

3,0313,169 5,483 2,872

決　　算　　額

48,0173,181

4,807千円 1,033千円

4,167

 5,840千円

10月8月

担当課決算額

1,829131

39,316千円

4月 5月

5

28,227千円

本館

188109

目

4

赤碕分館

5,749

118200

社会教育費

28,227千円

122

3月

149 139

27,967千円

最終予算額

27,967千円

決　　算　　額

11月 2月 合計1月

款 9

7月6月

27,967

9月

担当課決算額

項
教育費
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一般会計 【社会教育課】

○カウベルホール運営費　　　12,349千円

カウベルホールの維持管理と運営を行いました。

カウベルホール利用状況

○人件費 21,233千円

一般職 3人

○一般管理 10,612千円

社会体育に関する一般的な管理運営を行いました。

32,300千円

32,300千円

8回

保健体育総務費

18,757名 1,475

目

1,490名

項

31,845千円1

8回

最終予算額

1,846名

款

15,946名

6回

5

47回 139回

款

965名

350名

項 4

1,227名

84回

31,845千円

保健体育費

12,397千円 12,349千円

170

13回

21回 3,180名

3039回

101

707名

200

2,592名 54

80名 1,155名

11回

32名

590名 2回

35名

9

68

155

66

2,064名

1回 15名

22名

17回

9回 2,520名 4回

7回 1,800名

3回

5回

6回

222名 1回

250名1回

82名

13回332名

1,455名 2回

9回 1,195名

435名 2回

2回

4回

6回

72名

6回 514名 3回

2,132名

165名

4回

200名 10回

3,098名

1,510名 4回 142名 11回 1,652名

12,397千円 12,349千円

収入（千円）

51

1851,289名

和　室 計

目 7

社会教育費 決　　算　　額最終予算額

カウベルホール運営費

7回 1,055名 6回

ホール 会議室

3回

３月

3回

84名

11月

12月

８月

９月

10月

2回 6回 153名

7回

150名

７月

合計

12回

決　　算　　額

16回

333名５月

936名

1,075名

9回

1,124名

113

9 教　育　費

担当課決算額

9 教育費

２月

7回

４月

１月

６月

担当課決算額
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一般会計 【社会教育課】

○社会体育指導及び推進 2,011千円

心身ともに健康で明るい町づくりのため、スポーツ推進員の研修・活動を推進した。

・スポーツ推進員（27人）

・研修会

琴浦町スポーツ推進員会定例会（琴浦町） 毎月（年12回）

中国地区スポーツ推進員研修会(広島県） 6月８・９日　参加者　13名
全国スポーツ推進員研究協議会（和歌山県） 11月 21・22日　参加者　８名
東伯郡スポーツ推進員研究大会（三朝町） 1月11・12日　参加者　20名

・スポーツ推進委員会主催事業

体力づくり教室（ストレッチ体操、バスンスボール、ラージボール卓球）

9月19日～10月17日　毎週木曜日　5回 参加者　54人（2会場）

町民体力づくりウォーキング（船上山登山コース）

１１月3日（日）文化の日 参加者　46人

体力づくりスポレク祭（スポンジテニス、バウンスボール）

2月16日（日） 参加者　100人

・その他

各地区公民館・町主催イベント・町内外駅伝大会・各種体操指導・小学校親子会等の

事業協力を行った。

「成果」　心身ともに健康で明るい町づくりのため、スポーツ推進員の研修を町内外で行い、研修

成果を生かした依頼団体に合わせた指導・活動を行い好評であった。

「課題」　子どもから高齢者まで、幅広くそのニーズに合った健康づくりとあわせた生涯スポーツ等

を指導できるよう研修する必要がある。

担当制を取り入れるなどして、出席委員が同じ顔ぶれとならないように努める。

○郡・県・全国大会選手派遣 5,026千円

郡民体育大会、県スポーツ・レクリエーション祭、全国大会に参加する町代表選手の参加

補助を行った。

・郡民体育大会 参加者　　1,363人 (大人829人･子ども53４人）

・県スポーツ・レクリエーション祭 参加者　　 　 102人 (大人）

・各種全国大会 参加者　　　　82人

「成果」　郡民体育大会において、常日頃の練習の成果として、男女総合優勝2連覇を果たす事が

できた。

「課題」　今後に向け各年齢層の強化育成が必要とされる。

5

11,993千円 11,602千円

最終予算額 決　　算　　額

目 体育振興費

11,602千円11,993千円

款
2

保健体育費項
9 教育費

担当課決算額

－15-8－



一般会計 【社会教育課】

○町体育協会育成及び各部奨励 2,405千円
体育協会の主催する各種スポーツ大会及び教室活動を支援し、より一層のスポーツ振興

を図りました。
・町体育協会事業
事業名 開催日 参加人数
春季ゴルフ大会  4月 7日
春らんまんソフトバレー大会  4月 ７日
体協グラウンドゴルフ東伯大会  5月 ６日
春季ゲートボール大会  5月 27日
体協グラウンドゴルフ赤碕大会  5月8日
町長杯卓球大会  5月18･19日
ナイター野球リーグ戦  5月25日～11月2日
ミックスダブルステニス大会  5月19日
スポーツ・レクリエーションin琴浦  6月 ２日

駅伝競走大会  9月22日
秋季ソフトボール大会  9月29日
秋季テニス大会 10月14日
バスケットボール大会 10/17～01/20
秋季ゲートボール大会 10月 18日
秋季ゴルフ大会 10月27日
総合バドミントン大会 11月1７日
銃剣道大会 11月23日
剣道大会 12月１日
ソフトバレー大会 12月8日
９人制バレーボール大会 12月 １日
元旦マラソン＆ウォーキング大会  1月 1日
武道館鏡開き  1月 6日
新春フットサル大会  1月13日
キッズサッカーフェスティバル  2月22日
卓球大会  3月 2日
柔道教室  4月13日～ 3月29日（毎週　土曜日）
陸上教室  4月１３日～ 3月23日（毎月　第2、4土曜日）
水泳教室  6月14日～ 7月31日（毎週　月・水・金）
ソフトテニス教室  8月17日～ 9月28日（毎週　土曜日）
テニス教室  8月21日～ 10月9日（毎週　水曜日）
スキー＆スノーボード教室  1月18日
キッズサッカースクール  2月22日
小学生相撲教室  3月26日～ 4月23日（毎週　水曜日）

「成果」　・体育・ｽﾎﾟｰﾂ競技の功績をたたえ体育協会表彰を行うが、今年度は、高力裕也さん（ｱｼﾞｱ
陸上選手権(ｲﾝﾄﾞﾌﾟﾈｰ)やり投げ第10位）・高力秀幸さん(国体ｸﾗｲﾐﾝｸﾞ学校対抗戦優勝）・
中嶋　望さん(国体・高校選抜相撲団体優勝）・谷本将也さん(国体相撲団体優勝）と
一昨年の川中選手に続く成績で町民の大きな話題 ・力となった。
・体育協会の各部主催の事業を補助し、より一層のスポーツ振興が図られた。

「課題」　各種大会に於いて、他行事等と重なり参加者の減少となった大会があった。開催時期
　　　　　等の検討が必要となっている。

31人

65チーム

14人

７チーム

6チーム

17チーム

10人
40人

56人

17人

10チーム

30チーム

6チーム
289人

１１チーム

18チーム

32人

14人
15人

２５人

2１チーム

68人

11人

10人

９人
42人

（ バ ド ミ ン ト ン ）

（ グ ラ ウ ン ド ゴ ル フ ）

（ ソ フ ト ボ ー ル ）

（ ペ タ ン ク ）

63人 

16人

44チーム
７チーム

40チーム

28チーム

17人
3チーム

（ ソ フ ト テ ニ ス ）

約100人

16人
17チーム

28チーム

（ﾊﾞｳﾝｽﾎﾞｰﾙ講習＆交流大会）
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一般会計 【社会教育課】

・町スポーツ教室

第1７回琴浦町スポーツ教室交流会（野球）　　１２月７日（土）

「成果」　元プロ野球選手と交流することにより、技術力のアップ・スポーツに対する姿勢などを

学び、今後のスポーツ少年団活動、また学校生活等多いに役に立つ場となりました。

「課題」　招聘するプロ選手の競技種目に偏りがあるため、魅力ある講師の選考が必要となっている。

・駅伝大会参加

　中部地区駅伝・米子鳥取間駅伝と、それぞれ選手の皆さんの団結と練習成果により、

それぞれ優秀な成績が残せました。

第6７回中部地区駅伝競走大会 9月15日

市町の部　優勝　（出場１０チーム）　一般の部　第３位(出場４チーム）　

第６８回米子・鳥取間駅伝競走大会 11月９・1０日

出場:郡市町村部1１チーム 成績：郡市町村部 優勝（５連覇）

「成果」　中部地区駅伝･米子烏取間駅伝と、それぞれ選手の皆さんの団結と練習成果により、

　　　　　　それぞれ優秀な成績が残せました。

｢課題」　選手の年齢層が高くなり、若年層の選手育成が課題となりつつあります。　

○町民体力づくりウォーキング 29千円

町内の史跡等を巡り、ウォーキングによる体力づくり大会を計画・実施し、町民の体力向上

と親睦を図りました。

町民体力づくりウォーキング（船上山登山コース）

11月3日（日）文化の日 参加者　４６人

○スポーツ・レクリエーションの祭典 49千円

スポーツ・レクリエーションフェスティバルを開催することにより、ニュースポーツの紹介、普及

を図り、町民の体力向上と親睦を進めました。

・スポーツ・レクリエーションin琴浦　　6月２日（日） 参加者　74チーム

種目：バドミントン・グラウンドゴルフ・ソフトテニス・ソフトボール・ペタンク

バウンスボール講習＆交流大会･ノルディック・ウォーキング講習会

・体力づくりスポレク祭　　　　　　　　　2月16日（日） 参加者　　100人

種目：スポンジテニス・バウンスボール

「成果」　子どもから高齢者まで取組みやすいスポーツを選定し、町民の体力向上と親睦が図られ

ました。

｢課題」　参加者が固定しつつあるので、啓発活動･種目の見直し等検討が必要です。

○ガイナーレ鳥取・琴浦町ホームタウンデー推進事業　133千円

ガイナーレ鳥取ホームタウンゲームにおいて、町内から観戦者の動員を図るとともに、県内外

から会場に訪れた観客に対し、琴浦町のＰＲを行った。

・　ガイナーレ鳥取　対　ＦＣ岐阜　観客　３，９４１人

○琴浦でアーチェリー推進事業　　835千円

昨年ロンドンオリンピックに出場した川中香織里選手の活躍を機会に、アーチェリー競技を

琴浦町で盛り上げようと、アーチェリー教室を開催した。

･参加者　９人

　オリックス・バッファローズの野球選手の塩崎　真氏(コーチ）、平井正史氏(投
手）、縞田拓弥氏(内野手）を招き、野球教室を実施。プロ選手と交流の場を設
け、子どもたちにスポーツ意欲を持たせ、技術力のアップやスポーツに対する姿
勢などを学び、これからのスポーツ少年団・中学校部活動、また学校生活等多い
に役に立つ場となった。
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一般会計 【社会教育課】

○スポーツ少年団育成強化 1,114千円
スポーツ少年団活動支援を通じて、少年団の心身ともに健全な育成を図りました。
団名 団員数 活動日
琴浦野球 毎週 月・水・金
赤碕・安田野球 毎週 月・水・金･土
以西成美野球 毎週 水・土
八橋バレーボール 毎週 火・木
浦安バレーボール 毎週 月・木・土
東伯バレーボール 毎週 火・金
古布庄バレーボール 毎週 火・木・土
赤碕バレーボール 毎週 火・木・土
安田バレーボール 毎週 火・金
成美バレーボール 毎週 火・金・土
以西バレーボール 毎週 火・木・土
琴浦ミニバスケットボール 毎週 月・水･土
東伯バドミントン 毎週 火・木・金･土　　　　〔中学生〕月
琴浦卓球 毎週 〔小学生〕木･土　　〔中学生〕火・木･土
東伯サッカー 毎週 水・金
成美サッカー 毎週 月・水・金
東伯剣道 毎週 月・水・金
赤碕剣道 毎週 月・水・金
琴浦空手 毎週 月・水・金
琴浦相撲 毎週 水

「成果」　体を動かす事の楽しみや、喜びを知り基礎的な運動能力や運動習慣を身につけ、
生涯にわたりスポーツを楽しむ基盤となっています。

｢課題」　スポーツを通した心身の健全育成を図るため、保護者及び指導者と連携を強化する
ことが必要となっている。

○社会体育利用施設管理 234千円
町民が利用する、社会体育施設の維持管理を行いました。

（東伯総合公園・赤碕総合運動公園・農業者トレーニングセンターは除く）

○平岩記念会館管理運営 528千円
青少年が宿泊研修できるよう管理運営を行いました。

施設利用状況 （単位：人）

○総合公園管理 13,422千円
東伯総合公園の維持管理を行いました。

施設利用状況 （単位：人）

利用者数

利用者数

172

款
目

項

3

５３人

35人

決　　算　　額

192 62 282 174 182

30,400千円体育施設費

137130

30,400千円

最終予算額

1７人
1５人
８人

５人
12人

担当課決算額

9
保健体育費

２５人

４２人
1９人

８人
12人
７人
７人
９人

29,783千円

29,783千円

５２人

59 2,25393

２９人
１６人
１８人

730

2,356 2,5653,828 3,261 5,318 3,647 4,525 4,208 41,7683,519 4,450

１人

教育費
5

4月 5月 6月 7月 8月

9月 10月 11月

10月 11月

8月

2,749 1,342
12月

40
4月 5月 6月 7月

9月

1月 2月 3月 合計

合計1月 2月 3月
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一般会計 【社会教育課】

○農業者トレーニングセンター運営 5,266千円

町民のスポーツの普及・振興・健康づくり事業の開催ならびに、施設の維持管理を行いました。

施設利用状況 （単位：人）

○赤碕総合運動公園運営　　9,535千円

赤碕総合運動公園の維持管理を行いました。

施設利用状況 （単位：人）

－ －

※１２月～２月は休園

○勤労者体育センター管理運営事業　　　　　　　　　７９８千円

勤労者体育センターの適切な管理運営を行い、利用者の健康増進を図りました。

施設利用状況（赤碕） （単位：人）

施設利用状況（東伯） （単位：人）

「成果」　スポーツ施設の拠点として、町内外の利用者に喜ばれるよう維持管理を行いました。

・各施設(総合体育館・農業者ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞｾﾝﾀｰ）体力つくり教室から、自主グループもでき、

体力づくりの和が広がっている。

「課題」　各施設の老朽化により、修繕箇所も多くなり、施設管理が増加しています。

○琴浦でアーチェリー推進事業6,199,200円

東伯総合公園アーチェリー倉庫新設工事費 6,199,200円

○総合公園管理事業 18,284,175円

総合体育館事務所屋根改修委託料 　　682,500円

〃 工事費 13,843,200円
東伯総合公園北進入路整備工事費 　　329,175円
総合体育館ステージ格納庫扉修繕工事費　1,696,800円
東伯総合公園遊具他解体工事費 　1,732,500円

○勤労者体育センター管理運営事業 20,657,700円
赤碕勤労者体育センター屋根改修工事管理委託料 　　189,000円

〃 工事費 　7,103,250円
東伯勤労者体育センター大規模改修工事管理委託料　　294,000円

〃 工事費 13,071,450円

「成　果」 生涯スポーツ振興及び健康づくりを進めるため、各種施設の整備促進が図られた。

担当課決算額 45,714,200円 45,141,075円

－15-12－

最終予算額 決　　算　　額

目 1
地域の元気臨時交付金事
業（繰越明許）

139,596,300円 134,107,575円
款 2 総務費

項 7 元気臨時交付金事業費

1,118 1,329 1,725 1,705 725 1,3121,292 15,9281,567

1,324

1,320 1,411 1,204
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